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平成 21 年５月７日 

各  位 

会 社 名 株式会社ＪＣＬバイオアッセイ 

                            代表者名 代表取締役社長 籾山 邦男 

（コード番号 2190 大証ヘラクレス） 

問合せ先 管理担当取締役 久保 明 

電話番号 06－4863－5020 

 

（訂正・数値データ訂正あり）「平成 21年３月期 決算短信」の一部訂正について 

 

平成 21 年４月 30 日に発表いたしました「平成 21 年３月期 決算短信」につきまして、内容に一部訂正

がありましたので、下記のとおりお知らせいたします。また、数値データにも訂正がありましたので訂正後

の数値データも送信いたします。 

なお、訂正箇所には下線を付しております。 

 

記 

 
訂正箇所① 
 １ページ 1．21 年 3 月期の連結業績（平成 20 年 4 月 1 日～平成 21 年 3 月 31 日） 
 
（訂正前） 
（1）連結経営成績 
 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

21 年 3 月期 2,488 7.0 502 40.6 437 32.3 259 11.3

20 年 3 月期 2,326 2.9 357 △14.1 330 △16.8 232 △11.1

 

 
（訂正後） 
（1）連結経営成績 
 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

21 年 3 月期 2,488 7.0 502 40.6 437 32.2 259 11.3

20 年 3 月期 2,326 2.9 357 △14.1 330 △16.8 232 △11.1
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訂正箇所② 
 ３ページ 1．経営成績（1）経営成績に関する分析 
 
（訂正前） 
1．経営成績 
（1）経営成績に関する分析 

当連結会計年度におけるわが国経済は、世界的な金融危機の影響を受け、企業業績や雇用環境が急速に悪化し、

個人消費も縮小する動きとなりました。 
当社グループがサービスを提供している医薬品業界におきましては、医療費抑制政策により医療用医薬品市場の

伸びが鈍化し、製薬会社にとっては新薬の開発がより一層重要な課題となっており、アウトソーシング化が依然と

して拡大傾向にあります。また、開発拠点を海外へ移す動きや、海外における大型Ｍ＆Ａにより、ますますグロー

バル化が進みつつあります。 
このような環境の中、当社グループは、積極的な人材の採用・育成に取り組み、処理能力の拡大及び営業活動の

強化に努めてまいりました。また、米国バイオアナリシス市場への本格参入のため、子会社設立及び研究所建設用

地の取得を行い、米国ラボ建設に向け準備を進めております。 
その結果、当連結会計年度の売上高は 2,488,479 千円（前年同期比 7.0％増）、営業利益は 502,435 千円（前年同

期比 40.6％増）、経常利益は 437,321 千円（前年同期比 32.3％増）、当期純利益は 259,096 千円（前年同期比 11.3％
増）となり、すべての項目につきまして会社設立後最高の結果を残すことができました。 
さらに、会社設立以来の目標であった株式上場（大阪証券取引所ニッポン・ニュー・マーケット－「ヘラクレス」）

を果たすことができました。 
＜以下、省略＞ 

 
（訂正後） 
1．経営成績 
（1）経営成績に関する分析 

当連結会計年度におけるわが国経済は、世界的な金融危機の影響を受け、企業業績や雇用環境が急速に悪化し、

個人消費も縮小する動きとなりました。 
当社グループがサービスを提供している医薬品業界におきましては、医療費抑制政策により医療用医薬品市場の

伸びが鈍化し、製薬会社にとっては新薬の開発がより一層重要な課題となっており、アウトソーシング化が依然と

して拡大傾向にあります。また、開発拠点を海外へ移す動きや、海外における大型Ｍ＆Ａにより、ますますグロー

バル化が進みつつあります。 
このような環境の中、当社グループは、積極的な人材の採用・育成に取り組み、処理能力の拡大及び営業活動の

強化に努めてまいりました。また、米国バイオアナリシス市場への本格参入のため、子会社設立及び研究所建設用

地の取得を行い、米国ラボ建設に向け準備を進めております。 
その結果、当連結会計年度の売上高は 2,488,479 千円（前年同期比 7.0％増）、営業利益は 502,435 千円（前年同

期比 40.6％増）、経常利益は 437,321 千円（前年同期比 32.2％増）、当期純利益は 259,096 千円（前年同期比 11.3％
増）となり、すべての項目につきまして会社設立後最高の結果を残すことができました。 
さらに、会社設立以来の目標であった株式上場（大阪証券取引所ニッポン・ニュー・マーケット－「ヘラクレス」）

を果たすことができました。 
＜以下、省略＞ 

 
以上 


